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２０１１／０８ 



１．ファイルネームの意味 

Explorer2 ,Explorer2Web や MagicProcessorK が、自動的に作成するファイルネームは、下

記の要領で名付けられます。 Ｗａｖｅ Ｈｕｎｔｅｒのマスターファイル（拡張子：ｋ０２）は、MagicProcessorK で、“開く”こと

により、自動的に、“ｋ１０”の拡張子が付く、フォーマットのマスターファイルに変換されます。ファイルはプログラムのある、カレ

ントフォルダに、置いて下さい。 

ファイル名の例：ｓｍ１０１ｘ．ｋ１０ 

部分 説明 

ｓｍ ”ｓｍ”になります 

１０１ 本体の機械番号下３桁 

ｘ ｐ： 圧縮ファイル 

ｍ： マスターファイル 

ｌ： 処理結果ファイル 

ｓ： テンポラリー結果ファイル 

ａ： テキストデータファイル  

．ｋ１０ ”．ｋ１０”になります 

 

２．圧縮ファイル（ｓｍＮＮＮｐ．ｋ１０バイナリ－ファイル） 

本体から、KOBANZAME Explorer で回収した、ファイルです。本

体の データメモリを、そのままコピ－した、右図の構造になります。そのま

までは利用できません。圧縮を解き、マスターファイルを作成してから使用

できます。 ポインタ領域には、各測定データ（圧縮データ）の先頭アドレ

スを記録しています。 

 

 

 

 

３－１．マスターファイル（ｓｍＮＮＮｍ．ｋ１０ バイナリ－ファイル） 

バイナリ－ファイルです。生データを収録しており、通常、下図のように、測定番号１から順にデータが入っています。ファイル

の最後には、アドレステーブルが２６２１４４バイト分付いています。アドレステーブルには、各測定データのファイル内のアドレス

＋１の値を４バイト単位で、収録しています。 

 

 

 

 

 

 

 

測定時間２０分､サンプル０.５s､３要素（水圧､流速）の条件 

ＡＡＡＡＡＡ＝（ＦＩＸ（（２４００×３＋１２）÷５１２）＋１）×１０２４＝１５３６０＝００３C００ 

ＢＢＢＢＢＢ＝３C００×２＝００７８００ 

ＣＣＣＣＣＣ＝３C００×３＝００B４００ 
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１測定分のファイル構造は下図のようになります。１測定分のファイル量は、どんな場合でも、１０２４バイトの整数倍になります。

下図では、測定時間２０分､サンプル間隔０.５s､３要素（水圧､流速）の条件で、１０２４×１５ ＝１５３６０（７６８０データ分）バイトで

す。収録データは、７２１２データです。サンプルデータ量を、越える部分は、エラー値（－３２７６８＝８０００H）で埋められます。

ヘッダーもデータも、１データ/２バイト（－３２７６８～３２７６７の値）です。－３２７６８はエラー値です。ヘッダーのデータ番号６、７、

９、１０、１１、１２は、下図の上下のデータが、１バイト/１データ（０～２５５の値）で記録されています。 

 

 

アドレステーブルは下図の構造になっています。リアルタイム観測では、測定条件が変更されたり、測定番号が１から収録され

ない場合が発生します。測定時間、サンプル間隔、測定項目などの条件を変更すると、１測定分のデータ量が、ランダムになり

ます。そのような場合は、アドレステーブルを参照しながら、データを処理します。アドレステーブルの所定の測定番号の値が０

の場合は、データが収録されていません。値が読み取れる場合は。その値が、その測定番号のデータが収録されているアドレ

スになります。値は、収録アドレス＋１の数値が入っています。 

 

 

３－２．ヘッダーの内容 

ヘッダーのデータ番号６、７、９、１０、１１、１２は、表の上下のデータが、１バイト／データ（０～２５５の値）で記録されています。

表－１が、ヘッダーの内容です。データ番号４は、超音波式波高を、指定している時は、水深となり、その他の場合は、平均方

位となります。 

表－１ ヘッダーの内容 

No 項    目 内容説明 No 項    目 内容説明 

1 測定要素 測定要素 ３－４項を参照してください 7 電圧 

ﾁｬﾝﾈﾙ数 

ﾊﾞｯﾃﾘｰ電圧(×0.1V) 

測定ﾁｬﾝﾈﾙ数 

2 USU 情報１ 

 

US.Falg1＋エコー無エラー数(0～15) 

平均エコーパルス幅(cm) 

8 測定番号 測定番号 
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3 USU 情報２ 

 

入力ゲイン値(0～127) 

出力パワー値(0～255) 

9 測定時間 

測定間隔 

測定時間(分) 

測定間隔(分) 

4 平均方位 

 

1 分間の平均方位(ﾟ) 

 

10 測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀＭ1

測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀＭ2

表-２、３を参照して下さい。 

5 平均水温 1 分間の平均水温(℃) 11 分 

時 

測定開始時分 

6 機械番号 

年 

機械番号の下３桁 

測定年 

12 日 

月 

測定月日 

 

３－３．測定パラメーター 

ヘッダーの項目１０の測定パラメーターは、各ビットのＯＮ／ＯＦＦによって、表－２、３の意味を持ちます。 

表－２ 測定パラメータＭ１（下位バイト） 

M1 ON(1)の意味 OFF(0)の意味 

２7 上向設置 下向設置 

２6 固定設置 吊下設置 

２5 Ｘ・Ｙ流速 Ｅ・Ｎ流速 

２4   

２3   

２2   

２1 サンプル間隔  

２0 ０＝１．０ｓｅｃ  １＝０．５ｓｅｃ  ２＝０．２ｓｅｃ  ３＝０．１ｓｅｃ ４＝０．０５ｓｅｃ 

表－３ 測定パラメータＭ２（上位バイト） 

M2 ON(1)の意味 OFF(0)の意味 

２7 

２6 

２5 

２4 

プログラムバージョン  

２3 チャンネル４測定時に ON  

２2 チャンネル３測定時に ON  

２1 チャンネル２測定時に ON  

２0 チャンネル１測定時に ON  

 

３－４．測定要素 

 

測定要素番号 測定要素 単位 
０ 電圧 mV 
１ 水圧 ｇ／ｃ㎡ 
２ Ｅ流速 ｃｍ／ｓｅｃ 
３ Ｎ流速 ｃｍ／ｓｅｃ 
４ 水位（超音波波高） ｃｍ 
５ 水温 ×０．０１℃ 
６ 気圧 ｈＰａ 
７ Ｅ風速 ×０．１ｍ／ｓｅｃ 
８ Ｎ風速 ×０．１ｍ／ｓｅｃ 
９ 気温 ×０．０１℃ 

１０（Ａ） 酸素飽和度 ×０．１％ 
１１（Ｂ） 塩分 ×０．１‰ 
１２（Ｃ） 水圧 ×０．１ｇ／ｃ㎡ 
１３（Ｄ） Ｘ加速度 mg 
１４（Ｅ） Ｙ加速度 mg 
１５（Ｆ） Ｚ加速度 mg 

各チャンネルの測定要素です。この指定にしたがって、

各要素別の処理が実行されます。 何も指定がないと

データは収録されますが、処理はされません。右表の

ように定義されています。”５ＢＡ１”は、次の意味になり

ます。 

チャンネル１＝”１”＝水圧 

チャンネル２＝”Ａ”＝酸素飽和度 

チャンネル３＝”Ｂ”＝塩分 

チャンネル４＝”５”＝水温 
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３－５．２バイト／データ 

ファイルの２バイト／データは、下図のようにデータの下位バイトをファイルアドレスの低位に、上位バイトをアドレスの高位に位

置付けて、記録されています。（インテル８６系ＣＰＵを使用しているパソコン、ＰＣ９８、ＤＯＳ／Ｖなど）。処理に使用するコンピュ

ーター（汎用計算機、ワークステーションなど）や、プログラミング言語によって、このＩＮＴＥＧＥＲ値の上位、下位の取扱いが、

逆のものがありますので注意してください。逆の場合は、データ読込み後、上位バイトと下位バイトを、入れ替えて処理してくだ

さい。 

２バイト／データの順序 

 

 

３－６．ファイルのダンプリスト 

ＷＨ９９のデータファイルのダンプリスト 

 

 

４．処理結果ファイル（ｓｍＮＮＮｌ．ｋ１０ テキストファイル） 

MagicProcessorK が、計算した結果を、収録した、テキストファイルです。Windows の”メモ帳”や、表計算ソフトで、その

まま読み込めます。下の書式になります。各項目 番号に、処理結果が入ります。各項目は、５桁の数値“#####”とコンマ“,”か

らなります。８項目毎にコンマの次にスペース“ ”が入り、６４項目まで繰り返します。最後にキャレッジリターン、ラインフィードが

付きます。１測定分は３９２文字の固定長です。 

 

処理結果の書式（３９２文字／１測定結果） 

項目番号 01  02  03  04  05  06  07  08   09  10  ･････63  64 

書  式 #####,#####,#####,#####,#####,#####,#####,#####, #####,#####,･････#####,#####CRLF 
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処理結果項目表 

０１： ０２：年 ０３：月：日 ０４：時：分 
０５：溶存酸素（ｍｌ／ｌ） ０６：酸素飽和度（％） ０７：測定番号 ０８： 
０９：最高波高（水圧、ｍ） １０：最高波周期（ｓｅｃ） １１：１／１０最大波高（ｍ） １２：１／１０最大波周期（ｓｅｃ） 
１３：有義波高（ｍ） １４：有義波周期（ｓｅｃ） １５：平均波高（ｍ） １６：平均波周期（ｓｅｃ） 
１７：標準偏差（ηｒｍｓ） １８：歪み度（Ｓｋｅｗｎｅｓｓ） １９：尖鋭度（Ｋｕｒｔｏｓｉｓ） ２０：波数 
２１：塩分（‰） ２２：水位（ｍ） ２３：東方成分流速（ｍ／ｓ） ２４：北方成分流速（ｍ／ｓ） 
２５：平均波向（゜） ２６：同左（１６方位表現） ２７：主波向（゜） ２８：同左（１６方位表現） 
２９： ３０：平均分散角（゜） ３１：方向集中係数（γ＇） ３２：波峯長パラメーター（γ） 
３３：平均流速（ｍ／ｓｅｃ） ３４：平均流向（゜） ３５：同左（１６方位表現） ３６：水温（℃） 
３７：長周期最高波高（ｍ） ３８：長周期最高波周期（ｓ） ３９：長周期有義波高（ｍ） ４０：長周期有義波周期（ｓ） 
４１：平均風速（ｍ／ｓｅｃ） ４２：平均風向（゜） ４３：同左（１６方位表現） ４４：気圧（ｈＰａ） 
４５：気温（℃） ４６：瞬間最大風速（ｍ／ｓｅｃ） ４７：瞬間最大風向（゜） ４８：同左（１６方位表現） 
４９：最高波高（超音波、ｍ） ５０：最高波周期（ｓｅｃ） ５１：１／１０最大波高（ｍ） ５２：１／１０最大波周期（ｓｅｃ） 
５３：有義波高（ｍ） ５４：有義波周期（ｓｅｃ） ５５：平均波高（ｍ） ５６：平均波周期（ｓｅｃ） 
５７：標準偏差（ηｒｍｓ） ５８：歪み度（Ｓｋｅｗｎｅｓｓ） ５９：尖鋭度（Ｋｕｒｔｏｓｉｓ） ６０：波数 
６１： ６２：水位（ｍ） ６３： ６４： 
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５．テキストデータファイル（ｓｍＮＮＮ＊＊＊＊ａ．ｋ１０ テキストファイル） 

下は、マスターファイルを、MagicProcessorK のメニューの“ファイルテキストデータファイルに変換”機能で、変換したテ

キストデータファイルの、フォーマットです。＊＊＊＊は、そのファイルの先頭の、測定番号です。１０分/６０分（０.５秒サンプル）

で、４チャンネルのデータを、収録したファイルは、下のような順序でデータが入っています。  

 

テキストファイルの内容       テキストファイルの項目の説明 

17185,  0,  0, 226, 1520, 125 測定要素､  未定､    未定､    平均方位､平均水温､機械番号 

  02,  35,  4,  1,  10,  60    年､  電圧､    ﾁｬﾝﾈﾙ数､  測定番号､測定時間､測定間隔 

  1,  63,  50,  16,  7,  1 測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 1､測定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 2､分､     時､   日､   月 

 2488,  -3,  11, 2374       水圧(1) ､  E 流速(1)､  N 流速(1)､  水位(1) 

 2492,  -3,  13, 2377       水圧(2) ､  E 流速(2)､  N 流速(2)､  水位(2) 

 2495,  -2,  15, 2392       水圧(3) ､  E 流速(3)､  N 流速(3)､  水位(3) 

･ ･ 

･ ･ 

･ ･ 

 2492,  1,  9, 2394       水圧(1199) ､E 流速(1199)､N 流速(1199)､水位(1199) 

 2491,  3,  8, 2394       水圧(1200) ､E 流速(1200)､N 流速(1200)､水位(1200) 

17185,  0,  0, 221, 1523, 125 

  02,  35,  4,  2,  10,  60 

  1,  63,  50,  17,  7,  1 

 2459,  3,  5, 2353 

 2459,  2,  4, 2356 

 


